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〇議長（須藤正人君）　おはようございます。

　　これより平成23年第１回八峰町議会臨時会を開会します。

　ただいまの出席議員数は14名です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。

　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　会議録署名議員は、八峰町議会会議規則第117条の規定により、11番阿部栄悦君、12番鈴木一彦君、13番芦崎達美君の３名を指名します。
　日程第２、会期の決定を議題とします。本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と叫ぶ者あり）

〇議長（須藤正人君）　異議なしと認めます。したがって、本臨時会の会期は本日１日限りと決定しました。

　　日程題３、諸般の報告を行います。

　加藤町長より発言を求められておりますので、今議会提出議案の提案と併せてご報告願いします。加藤町長。

〇町長（加藤和夫君）　皆さん、おはようございます。

本日、平成23年第１回八峰町議会臨時会を招集致しましたところ議員の皆様にはお忙しいところご出席をいただき、誠にありがとうございます。今冬は県南地域で観測史上最高の積雪を記録しているところもあるほか、屋根の雪下ろし作業中の事故や屋根からの落雪による事故など多発しております。当町としても除雪作業には十分注意するよう防災無線で呼びかけております。
さて、今臨時会は先の全員協議会でご説明いたしました地域活性化交付金事業、八峰町水稲収量激減に伴う農家緊急支援交付金。社会資本整備総合交付金繰越事業及び簡易水道の起債の借換えにかかる補正予算が中心となっております。

まず、昨年10月に閣議決定した円高デフレ対応のための緊急総合経済対策である地域活性化交付金事業については、地域の活性化ニーズに応じた事業の実施を支援する「きめ細かな交付金事業」34事業。また、これまで住民生活にとって大事な分野でありながら財政面で光が十分与えられなかった分野を支援する「住民生活に光を注ぐ交付金事業」を８事業を実施する計画で予算措置をしておりますので、よろしくお願いします。
次に水稲収量激減に伴う農家緊急支援について申し上げます。昨年12月20日に東北農政局秋田農政事務所が公表した平成22年産水稲市町村別収穫量によりますと、八峰町の10ａ当たりの収量は510ｋｇで県内25市町村中４番目に低く、21年産より46ｋｇ下回り、平成10年以降では最低となりました。本町の米諸収入は収量減少と、米価の下落によって21年より３億5,000万円ほど落ち込み、米戸別所得補償モデル事業の交付金１億6,000万円を差し引いても前年比１億9,000万円ほど減収し、大変厳しい結果となりました。このように本町の水稲作付農家の営農維持が厳しい状況にあることから、減収部分の一部について緊急的に支援することにしました。本町独自の緊急支援交付金が10アールあたり1,000円で総額で1,063万円となります。この交付金と振込手数料と合わせて1,065万５千円を予算措置しておりますので、よろしくお願いします。
それでは今議会に提案している議案についてご説明いたします。

議案第１号、平成22年度八峰町一般会計補正予算（第10号）は、既定額に３億4,533万３千円を追加して歳入歳出予算の総額を59億8,564万４千円とするもので、主な内容としてはきめ細かな交付金事業分が２億1,694万３千円、住民生活に光を注ぐ交付金事業分が3,365万７千円、水稲収量激減に伴う農家緊急支援交付金が1,065万５千円、社会資本整備総合交付金制度分が１億800万円となっております。
議案第２号、平成22年度八峰町営簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、既定額に3,179万８千円を追加して、歳入歳出予算の総額を５億988万８千円とするもので、簡易水道借換債を利用して交際費の繰上げ償還をするものであります。
以上、今議会臨時会の議案は２件であります。詳細については各議案提案の際に説明させますので、よろしくご審議の上適切はご決定を賜りますようお願い申し上げます。

なお、我が町はおかげ様で３月27日に合併して満５年を迎えることになり、当日記念式典を計画しております。議員の皆様始め町民と共に５周年を喜び合いたいと思っておりますのでよろしくお願いします。

また、この間、職員一丸となって住民サービスに努めてまいりましたが、社会情勢は年々変化し、住民ニーズも多様化しております。今後の権限委譲への対応やより効率的な行政運営を行うために合併後の組織機構を検証しながら４月に向けて見直しを検討しており、議会全員協議会に内容をご説明したいと考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。
以上であります。

〇議長（須藤正人君）　議長報告につきましては、別紙報告書のとおりでありますので、朗読は省略させていただきます。
日程第４、議案第１号、平成22年度八峰町一般会計補正予算（第10号）を議題とします。当局の説明を求めます。伊藤副町長。

〇副町長（伊藤　進君）　おはようございます。
それでは私の方から議案第１号についてご説明申し上げます。
平成22年度八峰町一般会計補正予算でございます。歳入歳出予算の総額にそれぞれ歳入歳出３億4,533万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ59億8,564万４千円とするものでございます。

それから第２条のところでは、繰越明許費の追加でございます。これは後ほど第２条で説明させてもらいます。
第３条が債務負担行為の追加でございます。これは第３条です。
第４条が地方債の追加及び変更でございます。これは23年度への繰越と事業確定した事によりましてそれぞれ追加や変更があるものであります。
平成23年２月７日提出

八峰町長　加　藤　和　夫

それでは、最初に４ページですけども繰越明許費の補正であります。これは追加分であります。８款の土木費、２項道路橋梁費、橋梁費これにつきましては、町道蝙蝠渕線改良事業として2,500万円。それから、町道岩館海岸線法面保護事業として4,000万円。それから、町道滝の間海岸線法面保護事業として4,300万円を追加するということでございます。それから、３項の河川費では急傾斜地崩壊対策負担金事業ということで、県発注事業の岩館第１工区の分ですけど、それを46万円を追加するというものでございます。合わせて１億846万円の追加でございます。
それから、５ページの債務負担行為の補正でございますけれども、これも追加でありまして来年度の八森小学校スクールバス運行業務委託ということで、2,521万５千円を追加するものでございます。
それから、来年度から今の峰栄館ですけども、峰浜地区文化交流センターを警備委託するということで、23年から27年度分までということで、270万円を追加するというものでございます。合わせて2,791万５千円でございます。
それから地方債の補正であります。繰越明許に伴いまして追加するのが過疎対策事業債ということで６ページですが、1,050万円。これは、蝙蝠渕線の分でございます。
それから地方道路等整備事業。これも繰越明許費3,100万円、これは岩館海岸線・滝の間海岸線の分でございます。

それから事業費等の確定に伴いまして、過疎債の変更をするということで、限度額の変更ですが、過疎対策事業債ということで、２億9,620万円から２億8,400万円に限度額を減するということでございます。これは大沢・大信田線の分が210万円、それから蝙蝠渕線の分が1,010万円でございます。

それでは歳入の方について説明したいと思います。９ページです。今回の補正財源は地方交付税、それから国庫支出金、補助金ですが、それプラス町債であります。

それでは地方交付税、最初10款１項１目地方交付税、規定額に１億151万円を追加いたしまして30億3,273万２千円とするものであります。これにつきましては、普通交付税でございます。
それから14款２項１目の総務費国庫補助金ですが、先ほど町長の挨拶にもありましたように、きめ細やかな交付金として１億4,208万２千円、それから住民生活に光をそそぐ交付金として2,044万１千円であります。

それから４目の土木費国庫補助金でありますけれども、既定額に5,200万円を追加して１億3,121万円とするものであります。これは、１節の道路橋梁費ということで、細節の２ですが、地域活力基盤創造交付金ということで、これにつきましては対象路線が峰浜中央線、大沢・大信田線、岩館海岸線、それから滝の間の海岸線の４路線でございます。これは確定に伴いまして総事業費の65％ということで、事業確定に伴いまして当初から今回の確定額を引いて1,449万５千円を減ずるものであります。
それから社会資本整備総合交付金、これ繰越分でございますが、これは今までの道路・住宅等の交付金を統合いたしまして社会資本整備総合交付金ということで、これについては該当路線につきましては、岩館海岸線、滝の間海岸線、そして蝙蝠渕線の３路線分の65％分ということで6,649万５千円でございます。
それから、10ページ21款１項４目の土木債ですけども、それぞれの事業繰越等を行った関係でトータルで2,930万円を追加するというものでございます。トータルで6,810万円でございます。１節の町道整備事業債ということで、２目のところで町道大沢大信田線の改良事業ということで、過疎債、先ほどもいいましたように210万円減ずると。それから町道蝙蝠渕線の改良事業ということで、1,010万円を減ずると。それから、町道蝙蝠渕線改良事業のこれは繰越として1,050万円を追加すると。それから、町道岩館海岸線法面保護事業ということで繰越ですが、1,400万円を追加するということであります。それから町道滝の間海岸線法面保護事業で、これも繰越ですが1,700万円を追加するというものでございます。合わせて全部トータルで2,930万円を追加するというものでございます。
今度、歳出の方に行きたいと思います。先に言いますとほとんどがきめ細かな交付金事業それから住民生活に光を注ぐ交付金事業等が主なものであります。この後の説明ではきめ細かな交付金事業については、「きめ交の分です」という言い方をしたいと思います。それから、生活に光を注ぐ事業については、「光関係の事業で」と説明したいと思います。
ということで、２款総務費１項５目財産管理費ですが、4,614万円追加いたしまして総額9,102万９千円とするものであります。財源内訳はそのとおりでございます。それで、13の委託料、まず始めに旧八森庁舎解体撤去工事設計監理業務委託料ということで、180万円。これは、工事費の方にも出てまいります。それから、沢目駅舎等改修工事設計監理業務委託ということで、これも工事請負の方にも出てきます。それで、旧庁舎の解体の分については全員協議会の方でもまあいろいろ議論があったわけですけども、まあ一つ産業振興課で使ってあったところについては今回解体しないで、残しておいて使いたい人がいないかどうか募集をかけるということになっております。それで、工事費の方ですけどもそれに伴う旧八森庁舎撤去工事ですが、3,620万円。それから、沢目駅舎等改修工事480万円。これは屋根の葺き替えとか外壁破風の一部張替えでございます。そのほかにウトウ坂下のウトウ坂下地区公道舗装事業ということで、大体60ｍ位のところをアスファルト舗装をするということであります。それから、カッチキ台地区の水路改修工事ということで、80万円。これについては、コンクリート側溝敷設するということで、大体41ｍを計画しております。
それから22ページ、２款２項２目の賦課徴収費ですが、これにつきましては、電子申告システム・・・12ページです。これにつきましては、250万円を追加いたしまして2,769万９千円とするものでございます。その中身ですが、電子申告システムの購入業務委託ということで、150万円。これは、ソフト一式を買うということで電子申告の環境整備を行うというものでございます。
それから、３款１項１目社会福祉総務費ですが、600万円を追加して7,157万８千円とするものであります。これにつきましては、委託料ということで要援護者台帳等地図管理システム導入委託料として600万円であります。今、一人暮らしや高齢者世帯がかなり増えているわけですけども、その人達の災害時の安否確認や避難の支援に活用したいというふうに考えております。
それから、３款２項２目子ども園費でありますが、これについては、332万円を補正し、8,394万円とするものであります。13節の委託料ですが、塙川子ども園改修工事設計管理業務委託料ということで、屋根等を。それから工事費ですが、308万２千円塙川子ども園改修工事、大体これにつきましては、塗装工で721平米と板金工で52平米を予定しておるということでございます。
それから、４款１項２目予防費ですが、520万円を追加いたしまして、6,953万円とするものでございます。節では11節需用費であります。これは今までも作っているわけでございますが、自殺予防対策ということで心と命のカレンダーを作成するということで、大体3,500部を予定してございます。それから、18節の14ページですが、備品購入費ということで、保健活動車１台購入すると、320万円であります。これにつきましては、７人乗りのバックモニターがついていてサイドリフトアップ装置がついているものを予定しています。現在借りているリース車の方がかなり古くなって故障等も多いということで更新するものでございます。
それから、６款１項１目農業振興費であります。つきましては、1,210万円を補正いたしまして5,826万６千円になります。これにつきましては、26万６千円です。それで19節負担金及び交付金ということで、これはＪＡ秋田やまもとのものであります。峰浜培養センターの・・・。侮辱しました。すみません。元へ。これにつきましては、峰浜培養センターの改修事業費補助金として730万円。12年くらい建ってから経過いたしまして塩害等で屋根の腐食が激しいということで、面積にして1,985㎡を予定しているということであります。これにつきましてもいろいろ全協の中で議論のあったところでございます。半額補正でございます。それから、もう一つはＪＡ・大豆乾燥調整施設機器更新等事業費補助金でありまして、これは480万円であります。昔の峰浜のカントリーというかライスセンターであったところが、こちらの方の峰浜カントリーが平成10年に出来てその後大豆の調整施設として使っているということで、今回半分補助するというものでございます。それから、７目の水田農業構造改革対策費。これが1,065万５千円を追加し、1,670万８千円とするものであります。19節負担金及び交付金ですけども、補助金として水稲農家緊急支援対策事業補助金であります。これも先ほど町長の挨拶にあったとおり、昨年、作況指数が悪くて、反収あたり510キロくらいしか取れなかったということで、まあいろいろ全協の中でも助成の単価がどうのこうのっていろいろ議論があったわけですけども、財政状況の中、周りのですね、類似町村等の検討をしながら10ａあたり千円助成するということでございます。それの補助金プラスそれに伴う振り込み手数料ですね、それを入れましてトータルで1,065万５千円でございます。
それから、10目猿害対策事業費。これは700万円追加しまして、1,215万９千円とするものでございます。これですね、全協のとき補正予定で最終的に600万円、700万円プラスかな、もう百何十万円くらいきめ交以外にもやると説明したのですが、最終的に財政調整の関係で、きめ交の分だけやるということで、調整になりましたのでなんとか認めていただきたいと思います。原材料費ということで600万円、電気柵。大体2,000ｍを予定しております。それから、備品購入費、猿の捕獲用檻ですが、100万円。これは10基予定しております。
それから、11目の農業施設費368万３千円の追加で、548万９千円とするものであります。これは、峰浜野菜集出荷施設の施設改修工事ということで、鉄骨部分、前に屋根の部分をやっていますから。その鉄骨部分とシャッターの分の塗装等を予定しています。それから、花の家等改修工事ということで、168万３千円。花の家も平成６年に建ててから手入れしていないということで、今回、屋根塗装それからガラス温室の管理棟も塗装の方にも合わせて両方で168万３千円ということでございます。
それから６款２項の２目の林業振興費であります。1,018万円を補正いたしまして5,173万９千円とするものであります。職員時間外勤務手当ということでございまして、18万円。これ３人分ですが、これは松くい虫防除やＪ－ＶＥＲの事業関係の時間外勤務手当ということでございます。これはきめ交とかと関係ございません。それから、13委託料の松くい虫被害木の調査業務委託・・・大変侮辱しました。猿の方は前説明したとおり松くい虫のところです。ここのところが当初一般で持つといったところはやめて、あくまできめ交の分だけやるということであります。それで、被害木の調査委託ということで、50万円。それから、松くい虫の被害木の伐採処理業務委託ということで、950万円。これは国の補助等の補助対象外区域の500木位の伐倒を予定しています。

それから15節の工事請負費ですが、林道と砂利流出防止工事ということで、いろいろ林道等作業道があるわけですが、大体延長として2,000ｍ位を予定しております。
それから次の７款１項２目商工観光費。これは７万円を補正いたしまして１億4,393万２千円とするものであります。13節の役務費ということで、小田原の小田急の藤沢それから県庁それから千葉等の商談会の荷物を発送する場合の送料であります。これもきめ交とは関係ありません。それから、３目の観光費です。1,810万円補正いたしまして6,838万８千円とするものでございます。12節役務費ですが、180万円。これにつきましては、沢目梨がかなり有名になってきたわけですけども梨ロードＰＲ用の看板を設置２箇所を予定しております。これは101号線の能代の方から来る分とそれから青森県側から来る分の２箇所を予定しております。それから、13節の委託料。428万円。その内訳ですけども山村交流施設連絡道路改修工事設計監理業務委託ということで、17万円。これは工事費の方にも出てきますけれどもハタハタ館のところから行く階段がですね、かなりタイル剥げてきたりして困るということで、そこを滑り止めしながらやりたいということで、大体40ｍくらい予定しております。それから、緑地等管理中央センター改修工事設計監理業務委託ということで、55万円。これにつきましても工事費の方にも出てきますけれども、屋根塗装や外壁補修を行いたいということでございます。それから、道の駅お殿水改修工事設計管理業務委託。これも工事費に出てきますが56万円、委託料として。これについては今、お殿水の方がかなり水源が水が出なくなったということでまあ新たな水源を見つけてそこから水をひっぱってくるための管を接続したりすることで。大体873ｍあたりを予定しております。それから細目の24ですけども、観光ＰＲ用ＤＶＤ制作業務委託ということで、現在ＰＲ用のビデオを持っているわけですけども、これも実状に合わなくなってきたということでＤＶＤを観光編とそれからツーリズム編の２本を作って観光のＰＲをしたいということでございます。それに伴う工事費が15節ですけども先ほど言いましたように山村交流施設連絡道路改修工事143万円、それから緑地等管理中央センター改修工事470万円、道の駅お殿水改修工事574万円であります。
それから備品購入費ということで、パソコン２台分15万円。これは先ほどの観光ＰＲ用の制作業務の一貫としてやるものであります。
それからその次のページをご覧いただきたいと思います。18ページです。８款２項１目道路維持費ですが、これもきめ交ですけども、これについては道路台帳整備業務委託ということで、これにつきましても全協のときに2,500万円プラス一般の方でも500万円出して3,000万円でやると説明したわけですけれども財源の関係できめ交の分の2,500万円分だけやるというわけであります。これをやることによって、旧町村別の台帳統合をしたりデジタル化して台帳管理したりするということで、それにプラスして台帳更新及び認定路線の見直しをかけるということになります。ですから来年もしかすればその残分、総事業費大体4,500万円くらい予定しておりますので、その分については来年なるのかなというふうに思います。それから２目の道路新設改良費ですけれども、２億1,758万７千円じゃなくて間違えました、8,900万円を追加しまして合計で２億1,758万７千円とするものであります。13節の委託料、町道滝の間海岸線の法面保護測量・設計業務委託ということで、これは繰り越し事業ですけども600万円。それに関連するのが工事請負費にも出てきます。それから、きめ交で町道石川11号線の測量・設計業務委託ということで、100万円。これにつきましても工事費の方にも出てまいります。それで、工事請負費ですが、8,200万円であります。まず一つは町道大沢大信田塙改良工事でして300万円を減ずると。それから、町道蝙蝠渕線の改良工事についても2,200万円を減ずると。
そして、新たに繰越として町道蝙蝠渕線の道路改良工事として2,500万円を追加すると。それから、町道岩館海岸線２工区法面保護工事ということで、繰越で4,000万円となっております。それから、町道滝の間海岸線法面保護工事ですけどもこれも繰越事業として3,700万円を。それから、先ほど言いました町道石川11号線の道路改良工事ということで500万円であります。これにつきましては、延長90メートルの幅員５メーターを予定しております。
その次の19ページ。８款３項１目河川総務費であります。これにつきましては22年度分を23年度へ先へ繰り越すという形で県事業の負担金の額が20％でありますけれども、46万円要するに減じて46万円を追加するために補正額はゼロでございます。
それから８款５項１目の住宅管理費であります。これについては、50万円追加しまして、7,850万２千円とするものであります。11節の需用費、修繕料でありますが、これにつきましては塙川団地、それからかもめ団地の温水器がですね、急にぶっ壊れまして要するに部品がもうないということでしてその分を今回交換するということであります。

それから、その次のページです。９款１項３目消防施設費ですが、1,300万円を追加して2,236万１千円とするものであります。13節委託料100万円。消防栓更新工事設計監理委託料100万円。それから工事請負費1,200万円。消火栓の更新工事1,200万円。大体現在町内に295箇所くらい消火栓がございますけれども、毎年年次計画で、大体４つくらいずつ更新しているんですけども今回この事業が出てきたということで、きめ交の中で今回20件分やりたいということで、優先順位としては旧型のものやいろいろ開かないとか不具合のものを優先的にやりたいということでございます。これもきめ交でございます。
以上、私の方の説明を終わりまして、教育費については教育長の方から説明いただきます。

よろしくお願いします。

〇議長（須藤正人君）　千葉教育長。

〇教育長（千葉良一君）　皆さん、おはようございます。

それでは、私の方から10款教育費につきまして、ご説明申し上げます。
先ほど副町長が申し上げましたようにきめ細やかな交付金と住民生活に光を注ぐ交付金、いわゆる地域活性化交付金事業として先の全協でご説明申し上げたものでございます。

それでは20ページの10款教育費１項教育総務費でございます。３目の教育助成費として補正額400万円でございます。18節の備品購入費として小中学校の図書の購入費として光交付金を利用させていただくものでございます。学校図書の標準冊数に達していない学校がほとんどでありまして標準に達するように今回手当てをするものでございます。
次のページ21ページでございます。小学校費、１目の学校管理費54万６千円の補正でございます。これにつきましては、小学校の保健室のエアコンの設置工事でございます。夏場の熱中症対策として３小学校、後に出てきます中学校の方にも２校分としてもっております。次、２目の水沢小学校費88万１千円。工事請負費として水沢小学校のトイレの改修工事として計上させていただきました。水沢小学校の体育館のトイレは和式トイレであります。社会人にも開放しておりますので、地域住民も利用しやすい洋式トイレに、これは男女含めて全部で４器であります。
次に３目の塙川小学校費。2,181万５千円の計上でございます。委託料として塙川小学校プール・教室等改修工事実施設計業務委託費76万円。これの工事として15節の工事請負費2,105万５千円でございます。塙川小学校のプール・教室等の改修工事として計上させていただいたものでございます。
次に４目の八森小学校費。251万円の計上でございます。工事請負費として八森小学校の保健室・体育施設等の改修工事でございます。保健室の機能を高めるために低学年用の手洗い場、それから洗濯機の設置でございます。次に屋外体育設備の改修であります。プールサイドの平場のブロックの沈下に伴う改修とグラウンドの国旗等の掲揚等の基礎の改修とグラウンドで使用する放送設備等の設置等でございます。体育館の証明設備やカーテンの取替え、これは経年劣化に伴うものでございます。
次のページ22ページでございます。教育費３項中学校費１目学校管理費288万５千円の計上でございます。これは八森中学校・峰浜中学校の体育館の専用ワックスの塗装の工事費として工事請負費252万円、また先ほど小学校費でも申し上げました中学校、両中学校の設置工事費として36万５千円、合計288万５千円の計上でございます。
次、２目の峰浜中学校費570万３千円の計上でございます。委託料として14万円。峰浜中学校設備等改修工事実施設計業務委託費として14万円。これの工事請負費として570万３千円。峰浜中学校の設備等の改修工事でございます。主なものにつきましては、体育館の暖房器具、また渡り廊下、本校舎から体育館に行くところの雨漏りの関係、それから機械倉庫の屋根の補修と給水設備の改修、合わせてでございます。

次、３目の八森中学校費、1,361万５千円の補正でございます。委託料として64万円、これは八森中学校教室改修工事実施設計業務委託工事でございまして64万円。
また、これの工事請負費として八森中学校教室改修工事、これにつきましては24年度に小学校から中学校に入ってくる難聴の生徒の特別教室の特別支援教室の設置、八森中学校の図書室の整備の工事、合わせて1,297万５千円でございます。八森中学校の図書室につきましては、現在コーナー、間借り状態であります。間借りしている状態でありまして隣の家庭科室を図書室と兼用させるための整備費として計上させていただいたものでございます。

次に23ページでございますが、教育費４項社会教育費２目の公民館費804万２千円でございます。委託料として350万円、図書検索システム導入業務委託費として計上いたしました。現在図書の貸し出しとか返却作業、また、管理等においては手作業で行っておりますし、借りる方がカードに個人名を書いて借りていくわけですが、個人情報の関係もございまして、これを導入することによりましてそれがなくなるということでございます。次、備品購入費ということで、454万２千円。これは日沼賴夫博士から寄贈していただく本棚の購入と、公民館ファガスと峰栄館の図書の充実を図るために掲示させていただいたものでありまして、452万円でございます。
次、八森文化交流施設管理費として、1,357万円を計上させていただきました。役務費として５万円。これは、手数料、光回線の接続のための工事費。

また、工事請負費として、1,259万９千円。これはファガスの改修工事費。備品購入費として、地デジテレビ、プロジェクター、パソコンの購入費でございます。ファガスも塩害と老朽化に伴いまして、経年劣化している建物内外の改修工事でございますし、アナログテレビから地デジテレビへの一部取替え３台分と古くなったパソコンとプロジェクターの取替えと、先ほど申し上げました光回線の接続のための手数料でございます。

次、６目の秋田県自然体験活動センター管理費、体験センターでありますが、300万円の計上をさせていただきました。体験センターの大半の利用者は小中学生でございますが、より一層の活用・充実を図るためにテキストを作成しようということで、委託料として300万円を計上させていただいたものでございます。

次のページ24ページでございます。５項の保健体育費２目の学校給食共同調理場運営費でございまして、355万円を計上させていただきました。需用費として180万円、これ消耗品費でありまして、食器類、ご飯茶碗、小中全校750個、仕切り皿が小中校分、スプーンも小中校分ということで180万円。
また、委託料として共同調理場施設整備設計監理委託料として15万円。あとこれの工事として工事請負費160万円、共同調理場施設整備工事費でございます。使わなくなった浄化槽の解体と、受変電設備の補修でございまして160万円の工事請負費を計上したものでございます。
次、４目の体育設備管理費730万円の計上でございます。委託料として40万円、これは峰浜球場改修工事設計監理業務委託費として計上させていただいたもの、あとこれの工事請負費として、峰浜野球場の改修工事費460万円、これにつきましてはグラウンドの改修はもう既に終わっていますが、スタンドと擁壁と手すりの改修工事を今回やらせていただくことで計上させていただくものでございます。
また、18節の備品購入費の230万円でございますが、得点等表示板ということで、計上させていただいたものは、公式用の移動式の得点表示板をバスケットボール用でございますが、２セット分購入するということでござます。
以上でございます。よろしくご審議の上、ご決定くださるようお願いいたします。

〇議長（須藤正人君）　これより議案第１号について質疑を行います。質疑ありませんか。２番見上政子さん。
〇２番（見上政子さん）　はい、まず、きめ交と光の全体的な、これを取組むに当たっての町長の考え方をお聞きしたいと思います。きめ交の方では、限度額が１億4,200万円ですか、それについて事業計画が２億1,600万円、まあ光の方では2,400万円に対して3,300万円、合わせて7,000万円の限度額のオーバーなんですけども、これは一般会計からほとんど出ている状態ですが、これについて財政的にひっ迫になるのではないか、なぜ限度額範囲内での事業を考えられなかったかというようなことを一つお聞きしたいと思います。
それから、光の方ですけれども、ＤＶ対策、自殺予防対策、弱者支援、自立支援とかって謳われていますけれども、この中にもう少し弱者支援のための予算が盛り込まれるべきではなかったか。福祉課の方にもうちょっと発破をかけて出してもらえるべきではなかったかというようなことと、藤里町の例で言いますと、引きこもりの人達を対象にそばレストラン等をやって社協の一生懸命引きこもっている青年を引き出してやるような事業も行っています。30代の人達で一回も社会にまだ出て働いたことのないというふうな青年達も八峰町の中ではかなりいるのではないでしょうか。そういうふうなことがもう少し織り込まれるべきではなかったかと思いますので、その辺の考え方をまずお聞かせください。
〇議長（須藤正人君）　米森企画財政課長。
〇企画財政課長（米森昭一君）　ご質問にお答えいたします。
それぞれ、きめ交それから光交付金の方、交付限度額よりかなり多いわけでございます。その分、一般財源を注ぎ込んでいるということになるわけでございますが、きめ交に関しまして、事業設定の考え方でございますけれども、いずれ地域の活性化それから中小企業対策とそういったからみがありますので、かなり思い切って事業費を投入したということでございまして、地方が必要とするもの、こういった事業を織り込んだところでございます。
それからですね、通常の事業とそれから交付金事業、これを同時にやるということは、やはり大変財政的負担が伴います。そういうことで、事業選定にあたりましては、23年度に予定されている事業を前倒しするというふうな手法もとったところでございます。それから、過疎債、こういったものに該当するものは除かせていただきました。該当しないものを選定いたしまして財政負担を軽減したということでございます。
それから、逆算してみますと、66％、65％ですか、これが交付金の充当割合となります。これは３分の２の高率補助を利用してやった場合、そういう形になりますので、絶対的には３分の２の高率補助を活用したところで考えてみたところであります。

それから、光交付金の関係でございますけれども、もっと福祉関係に重点を置いた選定が出来なかったのかということでしたけれども、いずれ国の方でもこの光交付金の実施に当たりましては、規模の小さい町村においては、なかなか事業選定、これがやりづらいだろうなということは国の方からも言われております。そういうことでいろいろと事業はあるわけでございますけれども、財政担当課といたしましては、各課の要望が出たものを、その中から出来るだけ実施したいということで、これにつきましても一般財源の持ち出しは多いわけありますけれども、是非実施したいということの各課の希望と、それと、23年度との関わりも考えましてある程度思い切って予算付けをしたということでございますので、ご理解をいただければと思います。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。２番見上政子さん。

〇２番（見上政子さん）　今と関連しまして、私も質問しようとしたんですが、23年度の予算とのからみで、これが前もって考えておられたことがそのまま載っているのかということで、まあ前倒しもあるということでしたが、大体これはどれくらいの金額が前倒しで計上をされて考えておられたのでしょうか。どれ位の規模の23年度に盛り込もうと思ったものがここで処理されているのか。それをお聞かせください。
〇議長（須藤正人君）　答弁を求めます。米森企画財政課長。
〇企画財政課長（米森昭一君）　ご質問にお答えします。

具体的にはどれ位という計算はできませんけれども、ただ昨年末ちょうど予算編成、来年度の予算編成と、それからこのきめ交の事業選定とこれが重なりましたので、特別区別をしてやっているわけではございませんけれども、予算要求の中に出てきたものをこのきめ交それから光交付金、これに該当するものを前倒しして実施するということでございまして、その割合まではちょっと計算してはおりません。そういうことではっきりとお答えできないわけでございますのでよろしくお願いいたします。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。３番柴田正高君。
〇３番（柴田正高君）　峰栄館のセキュリティを業者さんに委託するというんですけども、日直はどうなるんでしょうか。それとこの委託することによってどれくらい程度の財源が削減なるのか。その点教えてください。

〇議長（須藤正人君）　３番議員の質問に対し、答弁を求めます。千葉教育長。
〇教育長（千葉良一君）　日直はファガスと同じように置くということでございまして、夜の分だけ、要するにファガスと同じ形態になってしまいましたので、ファガスと同様にするという考え方から日直は今までどおり、夜の分だけ警備保障の方へお願いするということで、金額的なものについては、今ちょっと持ち合わせてないので後でお渡ししたいと思います。

　　以上でございます。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。５番門脇直樹君。
〇５番（門脇直樹君）　旧庁舎解体の件ですが、旧産業振興課だけ残すという話ですが、先日全協でも話したとおり、やはり住民の人に確認したところ、もし貸してくれるんであればバス入れている車庫、借りたいという話をしていたんですよ。ですから、住民が利用できるものであったらね、後々利活用が決まってからスムーズに引き渡してもらうとか何か条件を付けてその辺をしっかりした規約みたいなものをつけてね、貸してやってもいいと思うんですが、その辺柔軟に対応してもらえないかなということと、あと、御所の台球場、あそこスコアボードも全然機能していませんし、電光掲示板とまでいかなくてももう少し現状よりは良くするような対策・費用が若干あってもいいのではないかなと思いますが。その辺２つお願いします。
〇議長（須藤正人君）　５番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。伊勢管財課長。
〇管財課長（伊勢　均君）　はい。まず前段の方の旧八森庁舎のバスの車庫の使用の件でありますけれども、大変バスの車庫が傷んでおります。現在も町営のバス、２台車庫に入れております。その車庫がまだ十分に使えるのであればそのまま、町のバスをそのまま保管、車庫の方にそのまま入れておきたいわけですけども、今言ったとおり車庫がシャッター等屋根もだいぶ傷んできていますので、この交付金の一部を使って取り壊ししたいということで提案しています。
よろしくお願いします。

〇議長（須藤正人君）　須藤産業振興課長。
〇産業振興課長（須藤德雄君）　御所の台球場の件でございますが、御所の台球場についてですが、小中学校の練習試合、また、一般の方々も練習等で使っているわけでございます。うちの方には峰浜球場と御所の台球場ありますけれども、峰浜球場の方はメイン球場として整備していくと。それから、御所の台については、そのサブ的な要素ということで整備していくとしています。今まで産業振興課で御所の台球場の方は公園施設の一部ということで我々が管理しておりましたが、新年度では生涯学習課の方で野球場の方は一括して行うというふうに思っておりまして、今ちょっと意見については今後検討してみたいとは思いますが、いずれサブ的なということでありますので、あまりお金をかけない形になると思います。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。２番見上政子さん。

〇２番（見上政子さん）　先ほど旧庁舎の解体の件が出ましたけれども、解体してさら地にするにあたって、今後ですね、中浜地域の人との要望取り入れたりとか、また全協の中ではかなり民間に売り払うような過程で進められてきましたけれども、私も一般質問でしましたが、やはり高齢者住宅を中心地である中浜に設置とか、保育園の設置もそうですけども、公共の施設としてこれを使ったり、また、中浜地域の人達の話し合いとかそういうふうなことを考慮に入れてもらいたいと思うんですが、何かお考えがおありでしょうか。

〇議長（須藤正人君）　２番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。伊勢管財課長。
〇管財課長（伊勢　均君）　ご質問にお答えいたします。

全協の時に説明いたしましたとおり、町といたしましてはさら地にいたしまして、宅地として処分したいということで考えております。
以上です。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。９番山本優人君。

〇９番（山本優人君）　電子申告システムの導入ですけども、これは本来税務というか国税の方のホームページかなんかでやれるような体制になっているのに、なぜ町がわざわざ導入する必要性があるのかどうかちょっとお聞きしたいと思います。

〇議長（須藤正人君）　９番議員の質問に対し、答弁を求めます。小林税務課長。

〇税務課長（小林孝一君）　ただいまのご質問にお答えします。
この電子申告という言葉がですね、ちょっとイメージが違っている感じですが。この電子申告というのはあくまでもメインとなるのは大きな企業がですね、その従業員の給報を行政に申告する。それから、償却資産を申告する。あるいは、法人税の中間申告とか確定申告をする。そういうふうないわゆる電子申告なわけです。
それで、国ではそれらを非常に強力に勧めていますが、民間の方がそういう体制を整えてきていても行政側が受け入れ態勢が出来ていないとこれが進まないということで、今、非常に総務省の方でもこれを行うようにと強い働きかけを行っています。それで、民間の企業はインターネットを通じてポータルサイトというところに申告を行うわけですが、今回のその導入するソフトは、いわゆるブラウザソフトというのでしょうか。ポータルセンターから八峰町のデータを取り出すためのソフトです。ですからそれがないと企業が申告した給与データを私たちがもらうことができないためにこれが必要ということになります。そういうことですので、ご理解をお願いします。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。２番見上政子さん。

〇２番（見上政子さん）　15ページの６款農林水産業の猿害対策事業費ですけども、檻を10基と電気柵２キロ、これをあげておりますけれども、実際電気柵をやっても猿の被害が非常に大きくなって、本館ではもう道路を、住民が使う道路を歩いている。茶の沢の下の方では、もう海岸線まで猿が来ているというこういう状況の中で、この電気柵２ｋｍ、これがどのような効果をもたらすとお考えか。また、群れが非常に増えて里山に住み着いてしまっている状況なんですけども、これは町民の皆さんよく知っていることなんですが、これに対する対策、電気柵だけでどのような効果がでるとお考えですか。

〇議長（須藤正人君）　２番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。松森農業振興課長。
〇農業振興課長（松森尚文君）　電気柵の効果についてですけども。前にも説明してあるとおり電気柵を設置した箇所は確かにそこの畑とか田んぼには猿が入ってこないので効果があります。例えば一昨年、塙川の開パ内のハウス団地に電気柵を設置したんですけども、そこのハウスはメロンとかスイカ、それからネギもやっているんですけども、ハウスの中にみんな入って全部やられてしまいました。そこは効果がある。ただ、電気柵をしていないところに猿の群れがシフトします。これは困ったもので、例えばそこにやったおかげで外林地区の方の、ネギもいっぱいありますので、そちらの方へ猿は餌を求めて移動しております。
本当に電気柵をしたところは被害がなくて農家も喜んでおりますけれども、その隣のまた畑がやられるということで、これはイタチゴッコであります。だから、町としてもこういうきめ交、国のような高率の事業があれば出来るだけ電気柵を回して行きたいということで。それから、年次計画でやっているんですけども、今までやったのは7.6ｋｍ位。今回きめ交で２ｋｍ。それから過疎振興計画、それでも電気柵を設置することが出来ます。それから国の補助事業もあります。これは55％事業で猿害対策の協議会が事業主体となります。それでできるだけこういうふうな国のいい補助があれば出来るだけ電気柵の延長を考えて行きたいと思っております。これは今後もずっと電気柵の設置はしていかなければならないと思っております。

以上であります。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。２番見上政子さん。

〇２番（見上政子さん）　図書のシステムですけれども、教育費23ページの。システムですが、これが具体的にどのようなシステムになるのか。まあ、バーコードをつけて、バーコードで貸し借りが出来ると思うんですけども、これをやることによって人件費とか、かなり簡素化されるんですが、今までその管理の状況として本の紛失とか今、峰栄館に入っていきますと誰もいない状態だとそのまま事務所にもいない場合、入口の近くにあるということでやっぱり大丈夫かなという心配があるのですが、バーコードやったにしてもバーコードで必ず誰かがチェックしなければいけないシステムになると思うんですが、その辺大丈夫なのかということと、今まで本の紛失がなかったかどうかその辺をちょっと聞きたいと思います。
〇議長（須藤正人君）　２番議員の質問に対し答弁を求めます。辻学校教育課長。
〇学校教育課長（辻　正英君）　図書の管理についてでありますけれども、現在まで図書の管理の方、無人であっても被害がなかったかということですけども、現在の状況ですと図書が紛失するということはありませんでした。ただですね、貸し出しした方がですね、忘れて長期に返してこないという事例はあります。そういう方につきましては、広報等を利用しまして「忘れている図書がありましたら返品してください」という呼びかけを過去２回ほど実施しております。その結果かなり前に借りた方でもですね、返品しているということであります。

あとそれからバーコード、今回この図書検索システムを使っても同じような状況になるんじゃないかということでありますけれども、まずバーコードの今回の図書検索システムにしますと、借りる場合もバーコードで全部やって行きます。そうして返す場合もバーコードで返品ということが全部コンピューターの方に入るようなシステムになっておりますので、誰それが借りていって返品忘れているということもすぐわかりますので、そういう面ではかなり現在の状況よりかなりよく図書管理ができるんじゃないかなというふうに考えております。
〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。９番山本優人君。

〇９番（山本優人君）　要支援者避難支援システムについて聞きたいのですが、まず最初に装置、サーバー、それからバックアップ装置、無停電装置と必要だというふうにその費用の中にありますけれども、現実には庁舎内にそういう敷設があるにも関わらず、さらにそのシステムに対して装置が必要なのかどうかということが一つ。それとですね、今回職員がかなりギュウギュウの状態でですね、まだ新しいシステムを入れることによってですね、職員の能力というものはどの程度のものか良くわかりませんが、これにとらわれてですね、常に更新していかないとこのシステムは機能しないと思うわけですね。ですから、そこら辺がもしかしたら職員の増になったり、職員の仕事上の負担になったりすることになるんじゃないかなと。ちょっとその辺を危惧しますので、この辺の更新の頻度なんかも今わかる想定の範囲内で答えていただきたいと思います。

〇議長（須藤正人君）　９番議員の質問に対し、当局の答弁を求めます。佐々木福祉保健課長。

〇福祉保健課長（佐々木　充君）　はい、それではお答えしたいと思います。
２点ばかりだったと思います。サーバーと現在の住基システム等入っているので、それに入れられないかというようなご指摘が１点目だと思います。それでこの事業そのものは比較的に国の方で新しくですね、いわゆる大規模災害それのためですね、緊急にこういう災害時に一人で対応できないそういう高齢者とかそういう高齢者世帯ですね、あるいは障害者それのために緊急に取り組まなければならないとそういう中で動いています。この話も町の方では国・県の動向を受けて去年ですね、戸別計画を策定しましょうと。その前の計画を立てまして今年度で戸別計画を立てましょうという中でやっております。それで問題の装置の関係ですけども、まだ新しいというんですかね、全国的にボツボツと出てきていますけれども、なかなか今の住基の方とも入っている業者でそれを対応できるのか。そこいら辺は私の方で把握していないというのですか、そういう状況です。今回の見積りは先駆けてやっているある業者さんですね、というのがこういう働きがあってですね、こういう町の方でも取組んでいかなければならないという中で一つの見積としてあげています。で、その後ですね、全国的な対応なので他の業者さん等もですね、取組んでいるようです。ですから、今回の予算では600万円という形である業者さんのものを採用というのですか、それを予算であげていますけれども、詳しいのはこれからそういうものと打ち合わせをしながら、どういうのが町の方で一番必要とするものと、また、経済的に安くなるのか。それをやって行きたいと思っております。
それから、更新の関係ですね。で、現在町の方ではこういう戸別計画というのは現在作業中というところが正直なところです。で、更新の関係については、うちの方では住民基本台帳とリンクした形ですか、そういう人が発生したときは自動的にそういうものが出来る。もちろん中に入れる介護状態とか障害者の状態、それから支援してくれる人ですかね、そういうのはいろいろ入れなければいけないでようけれども、例えば一人暮らしを発生した。そういうふうな場合は住基の方とリンクしながらですね、自動的に出来るようなシステムにしたいなと思っています。
それからあと事務量ですけれども、これは先ほど言いましたけれども滅多にないといえば変ですけれども、大災害ということを想定していますけれども、これらを完全にやっていく、あるいは管理していくとなれば事務量的には機械を入れる入れないに関係なく今までそういうものをやっていなかったというんですかね、そういう関係なんで事務量的には増えると思っています。
以上です。

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑ありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（須藤正人君）　ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論ありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（須藤正人君）　討論がないようですので、討論を終わります。

これより議案第１号を採決します。お諮ります。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（須藤正人君）　異議なしと認めます。したがって議案第１号は原案のとおり可決されました。

休憩いたします。11時20分再開します。
　午前１１時１３分　休　　憩
…………………………………………………………………………………………………………
　　　　　　　　　　午前１１時２０分　再　　開

〇議長（須藤正人君）　休憩前に引き続いて会議を開きます。

日程第５、議案第２号、平成22年度八峰町営簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）を議題とします。当局の説明を求めます。武田建設課長。
〇建設課長（武田　武君）　議案第２号、平成22年度八峰町営簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）についてご説明申し上げます。第１条、歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ3,179万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億988万８千円とするものでございます。第２条は地方債の補正でございまして、地方債の追加は借換債分、第２表に記載してございます。
それでは６ページをお開き願います。

２歳入５款１項１目繰越金でございますが、今回の繰上償還に関しまして前年度繰越金９万８千円を追加するものでございます。留保額はこれによりまして600万２千円という形になります。

７款１項１目町債でございます。簡易水道事業借換債3,170万円。これを縁故債。民間から借りようとしているものでございます。
次、７ページ。３の歳出でございます。３款１項１目元金。3,179万８千円。繰上げの償還でございます。今回、水道料金等の見直しを行い、経営健全化の計画を立てまして町債の利率の高いもの、今回においては7.3％、7.1％という高額のものに対して繰上げ償還するものでございます。現在この借換債の利率は1.5％程度というふうに伺っておりますので、後年後の利子負担それには360万円ほど効果が現れるというふうに考えてございます。
説明は以上でございます。

〇議長（須藤正人君）　これより議案第２号について質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（須藤正人君）　質疑がないようですので、これで質疑を終わります。

これより討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（須藤正人君）　討論がないようですので、これで討論を終わります。

これより議案第２号を採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（須藤正人君）　異議なしと認めます。したがって議案第２号は原案のとおり可決されました。
　これで、本日の日程は全部終了しました。
　本日の会議を閉じます。これをもって平成23年第１回八峰町議会臨時会を閉会します。
　ご苦労様でございました。
　　　　　　　　　　午前１１時２３分　散　　会
署　　名
　上記会議の次第を記載し、これに相違ないことを証明するためここに署名する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　八峰町議会議長　　　　須藤正人　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　署名議員　11番　阿部栄悦　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　署名議員　12番　鈴木一彦　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　署名議員　13番　芦崎達美　　　　
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